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※室蘭市社会教育委員の委嘱について

＜議事報告＞

【日程１】室蘭市社会教育委員の会 委員長・副委員長の選挙

【日程２】

報告第１号 令和元年度室蘭市教育委員会所管施設利用状況報告について

（事務局）事務局より説明した。

（質疑応答）

（Ａ委員） 利用状況の増減についてよく分かった。

【日程３】

報告第２号 令和２年度北海道及び胆振管内社会教育委員連絡協議会について

（事務局）事務局より説明した。

（質疑応答 なし）

【日程４】

報告第３号 ７月・８月行事予定について

（事務局）事務局より説明した。

（質疑応答）

（Ｂ委員） 新型コロナウイルス関係で行事を行うことで気を付けていることはどのよう

なことか。

（事務局） 手指の消毒やマスクの着用など基本的なことの他に、会場収容人数の半数以

下の人数で実施することとしている。新しい時代の行事のあり方を模索して

いるところ。

（Ｃ委員） 今後、新型コロナウイルス関係で社会教育施設の全館閉館等は北海道全体に

合わせていくのか、あるいは室蘭独自で判断をするのか。

（事務局） 胆振管内は 7月 6日まで注意報がでているが、すべてを止めるのではなく、

感染に注意しながら進めることになる。

（Ｃ委員） 北海道は広域にわたるので、各自治体別にならないのか。

（Ａ委員） 北海道は他県に比べ広いので、振興局範囲で進められないのか。

（事務局） 慎重に進めたい。

令和２年第３回室蘭市社会教育委員の会定例会会議録（要旨）

日 時 令和２年６月２５日（木） １０時００分～１１時２０分

場 所 ２階大会議室

出席委員
余語委員長、阿知良副委員長、井形委員、石井委員、大須賀委員、大平委員、

小野委員、後藤委員、佐野委員、三村委員

欠席委員

事 務 局
國枝教育長、成田教育部長、佐々木課長、髙橋主幹、大澤主幹、木村主幹、

伏見館長、谷中主査



－ 2 －

（Ｄ委員） 今後、感染者が出た場合には市内の学校の休校基準などはあるのか。また、

だれが判断するのか。

（事務局） 小中学校は設置者である市町村が判断する。感染源がはっきりしていれば市

内全校を休校としない対応もある。道教委から対応の指示がある場合もある。

（Ｂ委員） ７月のスポーツ行事が中止になったが、８月の行事が中止にならなかった理

由があるのだろうか。

（事務局） 主催者の違いがある。

（Ｅ委員） 会場である武道場は狭く、親子で行うため密着度が高いことから安全性を重

視して中止を決めた。

（Ｃ委員） 以前、図書館などは 16 時で閉館して消毒作業などを行っていると聞いたが、

新型コロナウイルス関係で現場負担などへの対応は。

（事務局） 作業を進めていく中でできることなどが分かってきた部分も有り、図書につ

いては図書消毒器の導入も検討している。

また、消毒作業等については清掃の強度を上げるなど内容でカバーしており、

指定管理施設については市から消毒液などを支給している。

（Ａ委員） 我々の活動も参加者を半分にして２回行う２部制を考えているが、交代時に

ロビーが混雑する恐れや、会場費が増加する問題もある。

【日程６】【日程７】

研究協議１ 室蘭市における社会教育の現状について

研究協議２ 室蘭市社会教育中期推進計画について

（事務局）事務局より説明した。

（質疑応答）

（Ａ委員） 計画にはチェック項目があるが、誰がチェックするのか。

（事務局） 担当各課が取りまとめを行う。

（Ａ委員） 参加者の意見も大切だし主催者側の意見も必要。

【日程５】

報告第４号 室蘭市社会教育前期推進計画令和元年度実績について

（事務局）事務局より説明した。

（質疑応答）

（Ａ委員） 地域子育てセミナー（幼児・小学生）が前年度に比べ増加しているが、どの

ような工夫があったのか。

（事務局） 毎年参加地域を変えて開催しており、元年度は対象者が多い地域だったのが

大きな要因と考えている。

（Ａ委員） 小中学校教護会活動の中で、合同補導数とは。

（事務局） 補導巡回の参加教員の人数。

（Ａ委員） 世代間交流については、幼稚園等で地域の高齢者との交流を進めていただき

たい。

（事務局） 最近は高齢者サロンの中で地元幼稚園との交流を行っている地域もあると聞

いている。

（Ｃ委員） 情報交換でオンライン化が進んでいるが、子育て相談などネット上で行うこ

とができるのか。

（事務局） 社会教育ではまだ進んでいない。今後、検討が必要と考えている。
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（Ｃ委員） 社会教育では対面も大切であるが、地域ではネット環境を利用できない高齢

者などが孤立しないようにできればと思う。

（Ａ委員） これからオンライン環境など進むと思うが、直接人と人とのふれ合う重要性

も高いと感じる。

【日程８】

その他 定例会の開催日程について

（事務局）事務局より説明した。

（質疑応答 なし）

次回開催日 ８月２０日（木）


